共同住宅用消防計画作成例
（この消防計画は共同住宅用です事業所の防火管理者が作成する消防計画ではありません。）
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消　防　計　画
注意　※箇所は、該当する場合に記載するものです。
（目的）
第１条　この計画は、災害の予防及び人命安全確保並びに被害の軽減を図ることを目的とする。
（適用範囲）
第２条　この計画は　　　　　　　　に居住し又は出入りするすべての者（以下「居住者等」という。）に適用するものとする。
（防火管理者の業務）
第３条　防火管理者は　　　　　　　　とし、この計画についての一切の権限を有し次の業務を行うものとする。

（１）消防機関への報告及び連絡
（２）居住者等への火災予防対策及び火災発生時に近隣者が行うべき行動の呼びかけ

（３）建物、階段等の共有部分における目視による自主点検の実施

（４）共用部分における消防用設備等の目視による自主点検及び維持管理
（５）居住者等に対する消防訓練参加の呼びかけ
（６）消防機関から配付された広報紙の回覧及び管理
（７）共用室・共用部分の火気の使用及び取り扱いに関する監督
※（８）統括防火管理者への連絡及び報告
（居住者が行う防火管理対策）
第４条　居住者等は、自己の責任において次の業務を行う。
（１）住戸内おける火気管理
（２）住戸内出入り口防火戸の閉鎖機能の維持管理
（３）バルコニー、ベランダ等における避難障害となる物件の除去
（４）階段通路等の共用部分における燃えやすいもの及び避難障害となる物件の除去
（５）消防用設備等の周囲における使用障害となる物件の除去
（火災時の対応）
第５条　居住者等が行う火災時の対応は次のとおりとする。
（１）火災が発生した場合又は、火災を発見した居住者は他の居住者に大声で知らせる。
（２）消防機関への通報（１１９）は、火災を発生させた者又は居住者が協力して行う。

（３）初期消火は、消防隊が到着するまで居住者等が協力して行う。
※（４）住戸の玄関から避難できない場合にあっては、バルコニーの仕切板を破壊して隣戸から安全な場所へ避難を行う。
（自衛消防隊の編成等）
第６条　火災その他の災害が発生した場合に、被害を最小限にとどめるため、自衛消防隊を編成し、組織及び任務分担は、別表１「自衛消防隊の編成と任務」のとおりとする。
（地震時の対応）
第７条　居住者等が行う地震時の対応は次のとおりとする。
（１）地震発生直後は、身の安全を守ることを第一とする。
（２）火気使用設備器具は、安全を確認した後使用する。
（３）避難場所は、　　　　　　町「　　　　　　　　　」とし、防災機関の避難命令、防火管理者の指示又は各自の判断により避難する。
（４）避難する際は、分電盤を遮断する。
（防災教育）
第８条　防火管理者は、次により防災教育を行う。
（１）居住者等に対して消防設備の設置場所及び使用方法、避難経路の周知徹底を行う。

（２）町内会・自治会等が実施する地域の訓練を案内し、積極的な参加を呼びかける。
（消防用設備等法定点検及び報告）
第９条　消防用設備等の法定点検は、次のとおり行う。

（１）消防用設備等は、点検業者に委託して定期的に行う。
（２）点検結果については、「防火管理維持台帳」に記録するとともに、消防用設備等の点検の結果を　　年に１回　　　　　　　消防署長に報告する。
（消防訓練）
第１０条　防火管理者は、次により消防訓練を実施する。
	種別
	実施月
	訓練内容

	総　合　訓　練
	　　　月
	消火、通報、避難誘導の訓練を連携して実施し必要と認める場合は消防機関への指導を要請

	
	　　　月
	


※（訓練の実施報告）
第１１条　防火管理者は、消防訓練を実施する場合は、「「避難訓練・署内見学・研修会実施計画（報告）書」により、あらかじめ　　　　　消防署・分署宛に通知する。
附　則

　この消防計画は、　　　　年　　月　　日から施行する。
別表１
自衛消防隊の編成と任務

	自衛消防隊長　（　　　　　　　　）（自衛消防隊に対する指揮、命令、監督等を行う。）
自衛消防副隊長（　　　　　　　　）（自衛消防隊本部長が不在の場合は、その任務を代行する。）
【防火管理者　　（　　　　　　　　）緊急連絡先（　　　　　－　　　　　－　　　　　）】

	隊の編成
	火災（災害）時の任務

	指揮班

	１　隊長、副隊長の補佐
２　自衛消防本部の設置
３　消防隊への命令の伝達及び情報収集
４　消防隊への情報の提供
	

	通報連絡班
	１　消防機関への通報及び通報の確認
２　関係者への連絡
	

	消火班
	１　消火器等による消火作業に従事

	避難誘導班
	１　出火階及び上層階に直行し、避難開始の指示命令の伝達
２　非常口の開放及び開放の確認
３　避難上障害となる物品の除去
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